
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

霜月サラ(しもつき さら)

ソラリス
エンジェルハィロゥ

UGNエージェントB

25

感染

名家の生まれ

憎悪

仲間の死

暗殺者

女

37

殺意

0
3
2
3

0
1
0
0

1
1
0
0

1
5
2
3

24
12
12
17
34

1 1
1 1

UGN 1

秘密兵器:『Mary』
『Bloody Mary』
『Bloody Mary』
『Bloody Mary』

射撃
射撃
射撃
射撃

5r+1
5r+1
6r+1
7r+1

0
0
0
0

10
14
14
14

攻撃命中時、対象の判定ダイス-3。
①使用(C値-2)(侵蝕2)　②+③使用(侵蝕4)　HP-2
①使用(C値-2)(侵蝕2)　②+③使用(侵蝕4)　侵蝕値+4　HP-2
①使用(C値-2)(侵蝕2)　②+③使用(侵蝕4)　侵蝕値+4　HP-2

0 0

秘密兵器 <トイボックス>

名家の生まれ：家族
仲間の死：部隊の仲間達
殺意：伊庭 宗一

慈愛
連帯感
執着

偏愛
悔悟
憎悪

コネ:UGN幹部
ウェポンケース

8 2

ワーディング

リザレクト

C:ソラリス

甘い芳香

攻撃誘導

痛みの水

★

0

2

2

1

1

1

1

★

★

-

1d10

2

4

3

2

4

オート

気絶時

メジャー

セットアップ

セットアップ

メジャー

メジャー

視界

-

ー

視界

視界

視界

ー

シーン

自身

ー

範囲

単体

単体

ー

自動

自動

シンドローム

自動

自動

射撃

対決

-

↓100

ー

ー

ー

ー

100%

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv(下限値7)

対象の行動値を-[Lv×2]

対象があなたを対象に含まない攻撃をする場合判定ダイス-[Lv×2]

[攻撃力:+Lv]の射撃攻撃。対象に「放心」

攻撃力+[Lv×5]　1シナリオに3回まで。

元米海軍特殊部隊所属の狙撃手。ある日の任務中、たまたま通りかかった『狩猟者･伊庭 宗一』が暇つぶしに部隊を襲撃。結果、サラ一人を残し部隊は全滅。
最後まで抵抗を続けるも生身の人間がオーヴァードに勝てるわけもなく、瀕死の重傷を負う。
しかし、普通の人間でありながら必死に食らいついてきた彼女に興味を持ったのか、伊庭は気まぐれに死にかけの彼女に自分の血を与える。これによりサラはオ
ーヴァードへと覚醒。その姿を見て、伊庭はサラにトドメを指すことなく姿を消す。
その後、UGNよりエージェントとしてスカウトされたサラはこれに応じる。伊庭への復讐のため、UGNの情報網を利用して伊庭の行方を捜す。
海軍時代の狙撃手としての経験･技術･功績に加え、発症した『エンジェルハイロゥ』のシンドロームを最大限に生かすため、EXレネゲイドに感染した生きている
銃…【狙撃銃:フォールンライフル】をUGNが開発。『Mary』と名付けた彼女専用の武器であり相棒を片手に、サラは今日も任務に赴く。
暗い過去を背負っているが、普段はそれを感じさせない明るくフランクな性格。しかし、喧嘩っ早い上に筋骨隆々な体格なため、女の子にモテるのにイケメンに
モテないことを気にしている。趣味は筋トレ。好きな食べ物は1ポンドのレアステーキ。…今メスゴリラって言った奴誰だ？
祖父が日系アメリカ人だったため、ファミリーネームが日本語となっている。子供のころから英語も日本語も教わっていたので両方とも喋れる。
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